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4-1
A,B,C を集合とし，f : A → B, g : B → C を写像とするとき，次の問に答えよ：
(4-1-1) f と g が共に単射ならば g ◦ f : A → C も単射であることを示せ．
(4-1-2) f と g が共に全射ならば g ◦ f : A → C も全射であることを示せ．
(4-1-3) g ◦ f : A → C が単射ならば，f が単射であることを示せ．
(4-1-4) g ◦ f : A → C が全射ならば，g が全射であることを示せ．
4-2
A,B を集合とし，f : A → B が与えられたとき，A における関係 ∼ を
a, b ∈ A について，a ∼ b

def.⇐⇒f(a) = f(b) で定める．このとき，次の問に答えよ：
(4-2-1) ∼ が同値関係であることを確かめよ．
(4-2-2) 商集合 A/∼ から像 f(A) への全単射を f を用いて与え，それが全単射であることを説明せよ．
4-3
n 以下の自然数全体の集合 Zn = {1, 2, 3, . . . , n} のべき集合 P(Zn) の濃度 (個数) |P(Zn)| = #(P(Zn))
を求め，説明せよ．
4-4
N = {1, 2, 3, . . . , } を自然数の全体の集合とする．このとき，N から N × N への全単射を具体的に与え
て説明せよ．
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